
講演「職域における新しい化学物質管理の概要とその課題」に関する質問と回答 

 

【質問１】 

先ほどの GHS ラベルの説明をするにあたり、危険な物質をみんなに使用させる説明の仕 

方をお教えください。 

【回答１】 

一般作業者レベルであれば、最低限、ラベル表示の内容（絵表示の意味・取扱い上の注意 

事項・保護具の着用など）について、分かりやすく説明してあげて下さい。これは化学物

質管理者の職務でもあります。職長クラスであれば、さらに SDS に記載されている内容に

ついても理解しておく必要があります。 

 

【質問２】 

メーカーからの SDS で情報を開示されていない場合の対処法はありますか。 

【回答２】 

「化学物質対策に関する Q&A」（厚生労働省 HP）に下記のような記述がありますので、

参考にして下さい。（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_11237.html） 

（Q12-2-2.）SDS に記載する成分の含有量が営業上の秘密に該当する場合、どのように記

載すれば良いか。 

（回答）成分の含有量が営業上の秘密に該当する場合については、SDS にはその旨を記載

の上で含有量を 10 パーセント刻みで記載することが可能です。この場合、譲渡提

供する相手方から求めがあるときは、秘密保持契約その他秘密の保全のために一

般的に必要とされる方法により、相手方の事業場におけるリスクアセスメントの

実施に必要な範囲内で、より狭い幅の濃度範囲又は重量パーセントで通知しなけ

ればなりません。また、「成分及びその含有量」が営業上の秘密に該当する場合に、

SDS にはその旨を記載の上で成分及びその含有量の記載を省略し、秘密保持契約

等を結び別途通知することも可能です。ただし、特別規則対象物質については本規

定の適用の対象外です。 

 

【質問３】 

取引先等の他社様より頂いた SDS が信頼できるものなのかを確認する方法はあるので 

しょうか。 

【回答３】 

まずは、厚生労働省 HP 中「職場のあんぜんサイト」サイトで公表されているモデル SDS 

と比較することだと思います。ただ含有される成分やその含有率についての信頼性を SDS

のみで判断することは難しいと思います。 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_11237.html


【質問４】 

化学物質のリスクを分かりやすく説明することは難しいが大事であることが分かりし 

た。訓練や研修の事例がありましたら教えていただきたいです。 

【回答４】 

講演の中で、「化学物質のハザードとリスク」を檻の中のライオンの例で説明したり、無 

毒性量の説明をねずみと団子の数で説明したりしましたが、それらのスライドは、いずれも

子どもを対象にした講演用に作成したものです。分かりやすく説明する事例として、本講演

でも敢えて使わせていただきました。 

「化学物質のリスクを分かりやすく説明したりするための訓練や研修」というのは残念

ながら私は聞いたことがありません。化学物質アドバイザーに対しては、同制度創設当初、

ロールプレイなども含めた実践的なの研修訓練が継続的に行われていました。 

講演でも述べさせていただきましたが今後、職域において、化学物質の自律的な管理を推

進していくためには、化学物質アドバイザーに準ずるような人材を育成するための教育研

修プログラムが是非必要であると思います。 

 

 

 


